












要約:先天異常のモニタリングにおいて、いち早く異常児出産の異常な増減を検出する目的

で、各種先天異常児の出産間隔(待ち時間)をその指標とする方法の開発を試みた。5 年間

の神奈川県モニタリング 16 奇形の待ち時間がワイブル分布に合うことから、その確率統計

的性質が明らかになった。 


